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ご 挨 拶

会 長 志 田 幸 雄

令和５年度は新型コロナウイルス感染症の感染法上の位置づけが５類感染症に移行し、
社会情勢も変化する中、札幌陸上競技協会は長い伝統と歴史に支えられ、大勢の競技者、
会員の皆様のご協力により無事、事業を終了することができましたことに対しお礼申し上
げます。
さて、36年ぶりに全国高校総体が札幌市厚別公園競技場で開催されました。会員の皆様

方におかけましては、非常に猛暑の中で競技役員として出席され、大会も成功裏に終える
ことが出来ました。これも高等学校専門委員の皆様を中心として連日の計画、準備、実施
され、特に札幌市内高等学校の先生方、生徒の皆様のご支援、ご協力にあってのここと承
知しています。大会成功裏には、札幌陸上競技協会の皆様方のご協力、更に多くの協賛各
社、支援団体の皆様方からのご支援の賜物であり、多くの方から愛され、支えられてきた
ことに深く感謝申し上げます。
札幌陸上競技協会主催・主管27大会、協力大会８大会のうち、今年度から中村宏之氏の

選手育成の活躍を讃え、北海道ハイテクＡＣ杯から名称変更し、中村宏之記念陸上大会と
して新たに開催いたしました。
今年度、競技会シーズン選手の皆さんは、これまでコーチの熱心なご指導のもとで一生

懸命練習し、努力を積み重ねて来たことにより、成果が十分に発揮されたと思います。
振り返りますと日本選手権大会では、城山正太郎選手（ゼンリン札幌）は男子走り幅跳

び優勝、御家瀬緑選手（現住友金属→恵庭北高出身）女子１００ｍ第２位、小池祐貴選手
（住友電工→立命館慶祥高出身）男子１００ｍ第３位、寺田明日香選手（ジャパンクリエ
トグループ→恵庭北高→北海道ハイテクＡＣ出身）女子１００ｍＨ優勝等々の活躍をし、
世界陸上選手権、アジア大会で日本代表として出場し、期待に応え活躍されました。８月
に開催されました全国高等学校総体（北海道インターハイ）では、立命館慶祥高校チーム
男子４×100ｍリレーで第２位、北海道中学大会で吉田星選手（上野幌中学）が中学1,500
ｍ北海道中学記録の記録を塗り替え、全国中学大会男子3,000ｍで見事優勝、国体少年女子
Ａ３００ｍＨ第２位で畠山このみ選手（立命館慶祥高校）など多くの選手が躍動し、今後
更に多くの活躍が期待されます。
私たち一般財団法人札幌陸上競技協会から、オリンピック代表選手を一人でも多く出場

を目標に、指導者（小学校・中学校・高校・大学・実業団等）の皆様と一丸となって指導
をして参りました。その成果は、着実に上がりつつあります。今後も引き続き、指導者の
皆様と一丸となって、選手強化の育成を図っていく所存でおります。
選手の皆さんには、陸上競技を通して沢山の感動を体験し、目標に向かって心を奪い立

たせてもらいたいものです。夢に向かってあきらめずに努力してください。そして、皆さ
んの頑張る姿を通して、多くの人たちに元気と感動を与えてください。充実した大会での
好記録達成を期待しています。次年度は、パリオリンピックです。一人でも多くオリンピ
ックに日本代表選手として出場して頂けるよう頑張りましょう。私たち当協会は、現在置
かれている北海道陸上界の厳しい情勢にあっても、正しい道を歩みますことを誓います。
当協会に対しまして、今後ともご支援、ご協力、ご協賛を賜りますようお願い申し上げま
す。
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２０２３年度 事業中間報告

専務理事 金 子 博 之

36年ぶりに札幌で開催された全国高校総体が高体連の先生方の熱意と審判等で協力した

札幌陸協会員の皆様の力で成功裏に終わるなど、大会等事業を計画通りに進めることがで

きました。競技者の皆様、札幌陸協会員の皆様、後援・協賛頂きました企業・団体のご協

力に心より感謝いたします。

【各大会開催事業】

今年度は札幌陸協主催・主管26大会、学連審判協力大会8大会を予定通り実施しました。

特に、ハイテクAC杯から大会名を変更して開催された中村宏之記念陸上競技大会は秋空の

下、小学生からマスターズまで多くの競技者が参加し、好記録が生まれました。また、６

月には全国高校総体のプレ大会と位置付けられた全道高校選手権大会、９月には全道中学

新人大会を開催しました。

コロナ５類移行になっても、重要性を増した医務員について、今年度も我汝会きたひろ

しま整形外科病院の原先生のご協力を得て、医師・看護師を派遣して頂きました。誠にあ

りがとうございます。

【大会結果と強化事業】

北海道マラソン・はまなす車いすマラソンでは、当日の暑さや雷雨という悪条件のもと、

運営上での様々な反省点や課題がありました。来年に向けて改善を重ね、より良い大会を

目指していきます。

城山正太郎選手（ゼンリン）が日本選手権にて走幅跳で優勝、世界選手権・アジア大会

に日本代表として出場しました。また、全国中学男子3000ｍで吉田 星選手（上野幌中）

が優勝、全国高校総体男子400MRで立命館慶祥高校、国体少年女子A300MHで畠山このみ選手

（立命館慶祥高校）が２位など全国大会で多くの選手が活躍をしました。

強化事業は、限られた予算に中ですが強化練習会等を実施しました。

【選手強化育成基金「さっぽろ選手強化育成基金」】

全国大会で優勝した選手、全国高校総体で上位入賞した学校に激励金を贈呈しました。

今年度ご協力企業や本協会会員の皆様のご協力を得て、10月末現在31万円の基金増資を

行うことができました。誠にありがとうございます。

【競技場整備】

2024年から最大２年間実施予定の厚別競技場大規模保全工事に伴う円山競技場の利用等

について要望書を札幌市に提出しました。

今後も本協会の事業の在り方等の検討を加えながら2024年度に向け残りの2023年度の事

業を進めていきます。何卒、よろしくお願い致します。
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記録室

○男子走幅跳 優勝 8m11(+2.1) ○女子100ｍ 第４位 11.88(+1.2)
城山正太郎（ゼンリン） 工藤聖莉奈（日体大３）

○男子走幅跳 第６位 8m01(+1.3) ○男子4×100mR 第２位 42.29
城山正太郎（ゼンリン） 立命館慶祥

水野琉之介(3)
増川 海斗(2)
山内 翔馬(3)

愛媛県総合運動公園陸上競技場 小川 蒼生(3)
○男子4×400mR 第４位 3.10.58

○男子3000ｍ 優勝 8.35.32 立命館慶祥
吉田 星（札幌上野幌３） 増川 海斗(2)

福村 優大(2)
山内 翔馬(3)
水野琉之介(3)

○男子100m 第５位 10.96(-2.7)
小川 蒼生(立命館慶祥３)

○少年Ａ女子300ｍH 第２位 42.45 ○男子3000SC 第５位 8.47.34
畠山このみ(立命館慶祥高２) キプゲノ ケネス（札幌山の手２）

○成年男子110ｍH 第８位 13.85(+3.4) ○女子4×100mR 第７位 46.82
高橋 佑輔（道ハイテクＡＣ） 立命館慶祥

○少年Ａ男子100ｍ 第５位 10.51(+1.1) 志田 美月(2)
小川 蒼生(立命館慶祥高３) 山崎 桜(2)

神田 琉杏(3)
杉山 晏菜(3)

〇U18女子300mH 第５位 43.28
畠山このみ(立命館慶祥高２)
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＜陸上：日本選手権＞◇第3日◇3日◇大阪・ヤンマ
ースタジアム長居◇男子走り幅跳び決勝

男子走り幅跳びで日本記録の8メートル40を持つ城山
正太郎（28＝ゼンリン）が、日本選手権で初優勝を
飾った。

5回目までは7メートル82が最高だったが、6回目の跳
躍で8メートル11を記録。3連覇を狙った橋岡優輝に5
センチ上回り、念願のタイトルをとった。城山は
「日本選手権は2位が2回で、とりたいと思ってた」
と喜び「ひとつ殻を破るきっかけになった」と手応

えを口にした。橋岡は8メートル06で2位。セイコー
ゴールデングランプリで世界選手権の参加標準記録
（8メートル25）を上回る8メートル26を記録してい
た吉田弘道は、4回目以降に進む上位8人に残らず敗
退した。

日本陸上競技選手権大会 男子走り幅跳び

8メートル11で優勝した城山正太郎（撮影・藤尾明華）

日刊スポーツ新聞社様ご提供（https://www.nikkansports.com/sports/athletics/news/202306030001353.html）

立命館慶祥が銀…頂点には０秒18届かず…全国高校総体陸上男子400メートルリレー
◇全国高校総体◆陸上（４日、札幌・厚別公園競技場）▽男

子４００メートルリレー 〈１〉市船橋４０秒１１〈２〉立

命館慶祥（水野、増川、山内、小川）４０秒２９

陸上の男子４００メートルリレー決勝で、決勝初進出の立

命館慶祥（水野琉之介〈３〉、増川海斗〈２〉、山内翔馬

〈３〉、小川蒼生〈３〉＝〈〉数字は学年）が４０秒２９で

準優勝し、この種目で道勢初メダルを獲得した。北海道栄は

７位だった。女子４００メートルリレー決勝は、旭川志峯が

４６秒５３で４位入賞、立命館慶祥が４６秒８２で７位だっ

た。

３年計画で目指してきた全国の頂点に、あと一歩届かなか

った。男子４００メートルリレー決勝で、優勝した市船橋

（千葉）に０秒１８差で２位となった立命館慶祥。ゴール

後、トラックにうずくまったアンカー小川は「バトンを受け

たあと、前の選手を懸命に追ったが届かなかった。みんなに

申し訳ない」と悔し涙を見せた。走り慣れた会場で懸命の走

りは見せた。全道高校の２走から１走に抜てきされた水野は

「得意のスタートダッシュで、流れをつくりたかった」と果敢な走り。２走・増川が切れのいいキ



- 5 -

札幌陸協情報 令和５年１２月２５日発行 第２１号

ックで上昇、３走・山内も巧みなコーナーワークを見せ、前日の１００メートルで５位のアンカー

小川も力走。この種目道勢初のメダルを決めた。

日裏徹也監督（４１）はバックストレートの強い向かい風を想定し、安全にバトンが渡るよう中

継位置を少し詰めるよう指示。「自分のさい配ミス、伸び伸び走らせていたら、結果は違ったかも

しれない」と詫（わ）びた。

同監督が、今年の北海道総体での全国制覇を目指し、選手を勧誘。「局地戦」のスローガンのも

と、自分が最も得意な種目、分野で力を発揮できるよう意識付け。チーム内競争もあおり、全体の

底上げを図ってきた。小川は５日の２００メートル、他の３人も１６００メートルリレー（決勝は

６日）に出場予定。「残りレースも“局地戦”に臨み、全国優勝に挑戦したい」と北の強豪軍団の

心意気を披露した。（小林 聖孝）

報知新聞社様ご提供（https://hochi.news/articles/20230805-OHT1T51012.html?page=1）

2023年８月23日 愛媛県総合運動公園陸上競技場

2023年７月27日釧路市民陸上競技場
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〇令和５年（2023年）４月22日（土） 札幌市厚別公園競技場
〇令和５年（2023年）８月11日（金・祝） 札幌市円山陸上競技場
〇令和５年（2023年）12月23日（土） 札幌市厚別公園競技場
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（2023年9月10日 第88回札幌陸上競技選手権大会にて表彰）
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〒064-0931 札幌市中央区中島公園1番5号
発行 一般財団法人札幌陸上競技協会 札幌市中島体育センター内

広 報 委 員 会 電話・FAX ：(011)532-2471
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